
この町の魅力発信のため、

まずこの町のことを知る。

↓

住民のこと・まちの景色

を知りたい

最初の半年



地域の探検・イベントの参加



住民の方との交流

温泉駅の野菜マルシェ 南浴場



地域の歴史
惹かれた魅力

住民の方の想い

残っている文化

昔のままの風景



毎日触れられる大自然 

惹かれた魅力



外国人の目線で

この地域の魅力を

発信しています。

SNS発信



挑戦中のこと

伊豆の国市のPR動画
撮影・編集・発信
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